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{目的}高齢者の筋力トレーニング (Trうは生活機能の

向上に役立つことが知られているが，筋力 Trの効果のまF
{!nIとしては， トレーニング部殺における筏量の潟定が必要

となる.これまで MfUなどの映像機器により筋抵の許制!i

がなされてきたが，ブイーlレド等での多人数を対象とした

場合，測定時fu1，施設などを考議すると実際的ではない.

生体怒気インピ…ダンス法 (BIA) をmいた務務:溺定は，

対象者の横断的HilJうをにおいては，その有沼性が先行研究に

よって認められている.されに， 1丹らかにすL用性に後れて

し‘るという利点をもっ.しかしながら，部{立拠出A法に

よる筋量泌氏により，協力トレーニング後の筋震の変化を

IE~務に測定できるかどうかは明らかでない，み;諒r究では，

簡易に高齢者の筋力 Tr効梁を詳{屈する方法としてg 部位

別邸入 11~が妥当かどうかについて検討した . [);"i主}高齢

者.10名 (67.0 土 2.0綾，持性3~名，女性:7名〉をトレーニン

グ若手(以下 Tr群)として， .12遊間1の筋力1'rを溶5認の綴

度で笑tをした.高齢者"8名 (69.0ごと2.0t.友，労'1生3名，女性5

名j をコントロー)t.'~f (以下 Con群)とした.また， Tr 

実施の継続主容が{えかった3名については， Tr群， Con若手

のどちらにも入れなかった. Tr群においては，マシンを

利用した務))Tr を施設にて混2沼，自体重を科井~ L;た筋

力1'1'を自宅にて趨:'{[ul行った.マシン Trは， 1 RMの総

定を2i盟関ごとに行い， lRMの40-50%を自安に4務口15

[i't12セット実絡した.溺定坂口iま，対対ザ象者会;良建tにこおいて P針reιP 

PO勺o刊川sはtrr持寺に MR応1{，にこよる3お在大腿部5印0%音智M佼立の銑
[出jれiした. slAによるお下!伎訪lii丸〈右下肢授は÷右下技

インピ…ダンス{告によ乃算出した苛尚，インピーダンス測

定において日内変動や一過性の影響を犠JJ少なくするため

にァ溺定時拐を Pre， Postで紘一し，安静をとった後部

迭を行った. [結果および考~~1f l 横断的検討として， Pre 

のiUiJ定における :¥1RIによる大腿部50%都泣第犠新潟犠は，

音sf:す}]UBIAにより測定した筋畿と高い絡協関係 (γ=0.83，

p <0.01)が認められ，先行研究と同様に部位JJUBJAによ

り絡の体穣を一定の総合で喜子側可能であると考えられた.

綴際的検討において， Prc -Postにおける MRlによる大

腿部509/o部位筋横断{併殺の変化率と BIAによるお下政務

援の変化率に諮問関係 (r=0.63， j)く0.05， n=14)が

認められた.
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